
平成２０年度 社会的養護ニーズ把握調査要綱（案） 

 

１．調査の目的 

  社会保障審議会児童部会社会的養護専門委員会の報告書を踏まえ、社会的

養護を必要とする子どもの数の増加、虐待等子どもの抱える背景の多様化等

により、社会的養護の質・量の充実を図り、体制整備を図ることが課題とな

っているが、入所措置を行う児童相談所における相談状況からみた社会的養

護ニーズを把握することにより、必要な社会的養護の提供量を算定し、計画

的な整備をすすめることを目的とする。 

 

２．調査の対象及び客体 

  全国の児童相談所及び児童相談所が平成１９年度に入所措置した児童等を

対象とし、その全員を客体とする。 

 

３．調査の期日 

  平成２０年※月※日～平成２０年※月※日 

     （通知発出日）   （通知発出日から４５日後） 

 

４．調査事項 

調査事項は、入所措置した児童の出生年月日、性別、入所年月日、施設種

別等社会的養護ニーズ把握調査票に掲げる事項とする。 

 

５．調査の方法 

（１）厚生労働省においては、雇用均等・児童家庭局が調査の企画・立案を行

う。 

（２）都道府県においては、民生主管部（局）が児童相談所の協力を得て調査

を実施する。 

 

６．調査の系統 

 
            

 
都 道 府 県

指 定 都 市

児童相談所設置市

児童相談所 厚生労働省

 

 

 

 

７．集計及び結果の公表 

  集計及び結果の公表は、雇用均等・児童家庭局が行う。 
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平成２０年度社会的養護ニーズ把握調査（案） 
（児 童 相 談 所 票） 

厚生労働省雇用均等・児童家庭局 

都道府 

県市番号 

  児童相談所 

番号 

   

児 童 相 談 所 名 

 

質問１ 貴児童相談所における平成 19 年度新規入所件数 

（福祉行政報告例第 45 のうち、対応内容が「児童福祉施設入所」である件数） 

新規入所件数     件 
 

 

質問２ 貴児童相談所における平成 19 年度新規里親委託件数 

（福祉行政報告例第 45 のうち、対応内容が「里親委託」である件数） 

里親委託件数     件 
 

 

質問３ 平成 19 年度に相談受付した事例のうち、一時保護を長期（1か月以上）に実施した件数

（施設入所及び里親委託中の一時保護は除く） 

一時保護件数     件 
 

 

補問３－１ 質問３の事例のうち、施設入所（里親委託）を視野に入れ対応した事例 

対応事例     事例
 

 

補問３－２ 補問３－１の事例のうち、施設入所（里親委託）検討を行った施設種別 

（最適と思われる施設種別を 1事例につき 1つ選んでください） 

施設種別 施設入所（里親委託） 

 

1．里親 

2. 乳児院 

3．児童養護施設 

4．情緒障害児短期治療施設 

5．児童自立支援施設 

6．自立援助ホーム 

7．知的障害児施設 

8．肢体不自由児施設 

9．重症心身障害児施設 

10．母子生活支援施設 

11．その他（          ） 
 

   事例

   事例

   事例

   事例

   事例

   事例

   事例

   事例

   事例

   

   

事例

事例
 

-171-


